
　
　
　

◆
良
寛
の
書
の
魅
力

　

５
月
31
日
か
ら
始
ま
る
『
世
界
と
つ
な
が
る
書
の

魅
力
展
』
で
は
、
カ
ナ
ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
書
を
学

ぶ
方
々
、
地
元
魚
沼
の
書
道
愛
好
家
や
子
ど
も
た
ち

が
、
良
寛
の
言
葉
を
書
に
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
で
表
現
さ
れ
た
良
寛
の
言
葉
の
魅

力
を
味
わ
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
、
当

館
所
蔵
の
良
寛
の
書
、
関
連
す
る
彫
刻
や
絵
画
、
會

津
八
一
の
書
な
ど
も
展
示
し
ま
す
。

　

良
寛
は
江
戸
時
代
の
禅
僧
で
、
歌
を
詠
み
、
書
を

書
き
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
寺
を
持
た
ず
五
合
庵
に
住

し
て
清
貧
の
生
き
方
を
貫
き
、
子
ど
も
た
ち
に
も
優

し
く
、
地
元
の
住
民
か
ら
慕
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
南
魚
沼
に
も
良
寛
の
作
品
に
魅
了
さ
れ

た
愛
好
家
は
多
く
、
良
寛
の
遺
徳
を
顕
彰
す
る
団
体

で
あ
る
良
寛
会
の
全
国
大
会
が
６
月
に
南
魚
沼
市
民

会
館
で
開
か
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
実
際
に
良
寛
の
作
品
や
心
に
触
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ご
来
館
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
広
田
か
お
り
）

時
代
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
・
実
践
や
社
会
教

育
に
つ
い
て
学
び
、
社
会
の
中
に
ア
ー
ト
を
活
か
す

方
法
を
様
々
な
経
験
を
通
し
て
培
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
ど
ん
な
出
会
い
が
あ
る
の
か
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド

キ
で
す
。
地
域
の
方
々
や
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り

を
大
切
に
、
ア
ー
ト
の
み
な
ら
ず
多
様
な
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
芸
術
文
化
の
楽
し
さ
や

新
た
な
発
見
な
ど
豊
か
な
時
間
を
み
な
さ
ん
と
共
有

し
て
い
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。　
　
　
（
山
室
茉
由
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

◆
春
を
迎
え
た
美
術
館

　

雪
消
え
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、
い
つ
も
な
ら
す
ぐ

に
散
っ
て
し
ま
う
桜
が
、
こ
の
春
は
何
日
も
咲
き
続

け
、
い
つ
ま
で
も
楽
し
み
ま
し
た
。
魚
沼
や
頸
城
の

曲
が
り
く
ね
っ
た
山
道
を
山
桜
や
染
井
吉
野
を
眺
め

な
が
ら
運
転
す
る
と
、
雪
深
い
大
地
か
ら
湧
き
上
が

っ
て
く
る
よ
う
な
色
彩
に
驚
嘆
し
ま
す
。
驚
い
た
と

い
え
ば
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
遭
遇
し
た
こ
と
で
す
。
噂

に
は
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、
越
後
山
脈
を
越
え
て

上
州
あ
た
り
か
ら
や
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

美
術
館
の
立
地
す
る
八
色
の
森
公
園
に
も
花
の
色

が
日
ご
と
に
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
散
歩
す
る
人

の
姿
も
浮
き
浮
き
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

当
館
で
は
、
新
年
度
も
多
く
の
企
画
展
を
開
催
し

ま
す
。
昨
年
ま
で
８
年
連
続
で
実
施
し
た
「
八
色
の

森
の
美
術
展
」
は
今
年
か
ら
２
年
に
一
度
の
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
と
し
て
新
展
開
し
ま
す
。
秋
か
ら
初
冬
に
か

け
て
は
、
地
元
の
文
化
祭
や
美
協
会
員
展
も
あ
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。　
（
高
橋
良
一
）

　
　
　

◆
新
規
企
画
の
ご
案
内

　

し
ば
ら
く
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
を
休
止
し
て

い
た
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
ラ
イ
ブ
で
す
が
、
２
０
２
５

年
に
グ
ル
ー
プ
名
を
「
４
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
（
４

Ｌ
Ｃ
）」
に
変
更
し
て
、
イ
ケ
ビ
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
中
心
に
昭
和
歌
謡
や
ポ
ッ

プ
ス
な
ど
を
演
奏
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
会
場
の
皆

様
と
一
緒
に
季
節
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
唄
う
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
毎
回
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ラ
イ
ブ
は
毎
月
第
４
日
曜
日
の
午
後
２
時
（
５
月
の

み
18
日
）
か
ら
の
定
期
開
催
と
な
り
、
ラ
イ
ブ
観
覧

は
無
料
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
５
月
28
日
（
水
）
午
後
２
時
か
ら
は
、

新
規
の
文
化
講
座
「
池
美
ヨ
ガ
教
室
」
が
開
講
し
ま

す
。
講
師
は
エ
ア
ロ
ヨ
ガ
講
座
で
お
な
じ
み
の
髙
橋

み
ゆ
き
先
生
で
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
で
心
も

身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

開
講

日
は
５
月
～
７
月
の
第
４
水
曜
日
で
す
。
お
申
込
み

は
美
術
館
ま
で
。　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
加
奈
子
）

◆
イ
ケ
ビ
の
新
人
で
す

　

は
じ
め
ま
し
て
。
５
月
か
ら
南
魚
沼
市
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。
山
室
茉ま

由ゆ

と
申

し
ま
す
。
今
後
、
池
田
記
念
美
術
館
を
拠
点
と
し
て

活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

山
形
県
の
美
大
を
卒
業
後
、
山
形
県
内
の
企
業
に

就
職
。
ア
ー
ト
か
ら
は
少
し
離
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
ご
縁
が
あ
り
、
南
魚
沼
の
地
で
芸
術
×
地
域
の

最
前
線
へ
と
飛
び
込
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
学
生

春
号
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熊
谷
幸
太
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良
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像
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常
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展
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室

［全国良寛会南魚沼大会開催記念］

世界とつながる書の魅力展
−ケベック、日本、そして私   Québec, Japon et moi −

　6月28日〜 29日に南魚沼市を会場に開催される全国良寛会で
記念講話をする書道家の寺本小鳳さんは2017年、カナダ・ケ
ベック州にある州立ラヴァル大学エスパスジャポン書道部設立
時から、講師としてケベックの方たちに日本の伝統文化である
書道を様々な角度から紹介し指導してきました。帰国後もオン
ラインと年１回の現地訪問で指導を続けています。エスパスジ
ャポン書道部は、2024年秋にケベックシティのギャラリーで
展覧会を開催して大きな反響があり、2025年春には東京展を

開催しました。今回の企画展では、
❶寺本小鳳さんと寺本さんが指導するラヴァル大学エスパスジ
ャポン書道部会員の書
❷魚沼の書道愛好家と書道教室の小中高校生の書【良寛の漢詩、
和歌、俳句、手紙などの中から、各自が選んだ言葉】
❸当館所蔵及び個人蔵の「良寛の書」や「良寛像」
❹写真家・白石ちえこさんが参加したケベックの国際フォトフェ
スティバル『Photo Gaspesie』でレジデンシー制作した写真作品
❺ケベック紹介パネル、ポスター、映像を共同展示します。
　また、会期中、以下の国際交流イベントを開催します。
❻円相を描くワークショップ
❼ケベック書道部会員、白石ちえこさんのトークショー



  MUSEUM CALENDAR　2025.4—2026.3　　　　　　池田記念美術館

池田記念美術館　南魚沼市浦佐５４９３－３　（八色の森公園内）
ＴＥＬ ０２５－７８０－４０８０ ／ ＦＡＸ ０２５－７７７－３８１５
【開館時間】 ９：００～１７：００　（入館受付は１６：３０まで）
　　　　　※冬季（１月〜３月）の営業は、９：３０～１７：００
【休館日】水曜日　【入 館 料】 一般５００円（高校生以下無料）          

【ホームページ】 http://www.ikedaart.jp 

アクセス
上越新幹線浦佐駅東口より約１㎞、徒歩15分
関越自動車道大和スマートI.Cより車３分
六日町I.Cより車15分、魚沼I.Cより車10分

①池田記念美術館収蔵品展
　　　　＋［冬季特別展示］第8回 錯覚展 2025
■4月1日（火）〜 4月5日（土）

3月15日から実施した「池田記念美術館収蔵品展」と同
じく1月25日からの「冬季特別展示 第8回 錯覚展 2025」
を年度をまたいで開催。

②大竹幸子遺作展−人を想い、人を描く−
■4月12日（土）〜 5月24日（土）

2024年に逝去した大竹幸子の遺作展。南魚沼郡展賞・
奨励賞を受賞するほか、新潟県展では新潟日報美術振
興賞を受賞するなど、料理店を営みながら、やさしい
眼差しで描いた油彩画のうち、人物画を中心に展示。

③［全国良寛会南魚沼大会開催記念］
世界とつながる書の魅力展
−ケベック、日本、そして私   Québec, Japon et moi −
■5月31日（土）～ 7月12日（土）

全国良寛会南魚沼大会で講演する寺本小鳳さん、寺本
さんが長年指導するカナダ・ケベック州の書道部会員
の作品、地元魚沼の書道愛好家と小中高校生が良寛の
言葉を書いた作品、ケベックの写真など、ともに雪深
いケベックと魚沼の「書を通じた国際交流」の展覧会。

④第26回 八海山夢展＋第8回 八海山ジュニア展
■7月19日（土）～ 9月6日（土）

魚沼在住の美術愛好家を中心にして、絵画、書道、写真、
水石、工芸の5部門で約100名が出展するイケビの夏を
彩る展覧会。令和6年度新潟県ジュニア展に入賞した近
隣地域（南魚沼市と魚沼市）の児童生徒の作品も共同
展示します。

⑤八色の森ビエンナーレ 2025
■9月13日（土）～ 11月3日（月・祝）

2017年から8年連続開催した「八色の森の美術展」と昨
秋の高校生が主体的にキュレーションした「アート試
食会」の実績と総括のもとに新たな現代美術展を企画。
出品作家の作品と地元の子どもたちの作品との共同展
示や、鑑賞型哲学対話などの関連イベントによって各
方面から高く評価されてきた美術展を継承しながらも
進化を図り、美術館の未来像を提起します。

⑥［NHK 朝ドラ「ばけばけ」関連企画］
小泉セツ資料展
■11月8日（土）～ 12月6日（土）

家族間の手紙や、スケッチ、友人からの手紙など、当
館所蔵の貴重な資料を展示。11月8日には、八雲・セツ
の曾孫、小泉凡氏の講演会を開催します。

⑦第4回 大和文化祭
■11月15日（土）～ 11月16日（日）

南魚沼市大和地区の文化発表。会期中は入館無料です。

⑧第46回 南魚美術協会会員展
■12月12日（金）～ 12月14日（日）

南魚美術協会に所属する会員の美術展。絵画、彫刻、
書道、写真部門の作品を展示。会期中は入館無料です。

※ＬＥＤ化工事休館日　12月15日（月）～ 26日（金）
※年末年始休館日　　　12月27日（土）〜 1月4日（日）

⑨第70回記念 南魚沼郡市児童生徒美術展
■1月5日（月）～ 1月20日（火）

南魚沼市と湯沢町の児童生徒の作品約400点と教職員の
作品を展示。会期中、手仕事の作品を展示販売する雪
見展と一箱古本市を開催。会期中は入館無料です。

⑩第15回記念 魚沼ベストショット展
■1月24日（土）～ 3月8日（日）

魚沼に魅せられ撮影した自慢のベストショットを展示。
県展・市展などの入選者も多く、約50人が参加します。

⑪［冬季特別展示］
第9回 錯覚展 2026「杉原教授の不思議な世界」
■1月24日（土）～ 4月4日（土）

錯視研究の第一人者、杉原厚吉先生が制作した新作を
紹介。3月の八海山麓スキー場では巨大な「雪の錯覚す
べり台」を公開します。

⑫池田記念美術館収蔵品展
■3月14日（土）～ 4月4日（土）

当館収蔵品の中から、趣向を変えて作品を紹介します。


